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＜巻頭言＞

わが国における健康増進推進のために栄養・食生活は重要である．健康日本21第二次においても，
複数の分野において達成目標のための項目に栄養・食生活の指標が挙げられている．
栄養・食生活との関連が深い生活習慣病（例：がん，循環器疾患，糖尿病，等），また，ライフステー
ジに特徴的な栄養課題（例えば，幼児期の偏食と齲歯，学童期の朝食欠食と体力，成人期の肥満，高
血圧，高齢期の低栄養，等）があり，其々に栄養・食生活のエビデンス充実の重要性が報告され，研
究が進められている．
一方，対策にあたっては，各ライフステージの特徴に応じた展開とともに，ライフコースを見据え
た健康的な食習慣の形成のための取組みが重要となる．しかし，ライフコースを俯瞰した栄養・食生
活の方向性についてレビューした報告はあまりみられない．
そこで，本特集号では，ライフコースを見据えた栄養の課題，解決にむけた方向性を示唆する調査
研究，国・国際機関の指針等をレビューし，今後のわが国の健康増進推進における栄養・食生活の取
組の方向性を考える基礎資料を得たい．


